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第１表 学校給食実施状況

平成１９年５月１日現在（１）総括表

区 分 小学校 中学校 小中合計 総合計夜間定時制高校 公立特殊教育諸学校

854 383 1,237 19 30 1,286学校給食実施学校数（校）

332,846 150,865 483,711 2,212 4,330 490,650在籍児童生徒数（人）

854 376 1,230 19 30 1,279完 学校数（校）

全

332,774 148,559 481,333 2,101 4,104 487,538給 実施児童生徒数 人（ ）

食

100.0 98.5 99.5 95.0 94.8 99.4実施率（％）

7 7 7ミ 学校数（校） ０ ０ ０

ル

2,223 2,223 2,223ク ０ ０ ０実施児童生徒数 人（ ）

給

1.5 0.5 0.5食 実施率（％） ０ ０ ０

422 132 554 19 30 603調 単独調理場（校）

理

432 244 676 0 0 676法 共同調理場（校）

式

2 16 18 0 0 18別 親子方式（校）

内

0 0 0 6 0 6訳 デリバリー方式 校（ ）

（注）

１ 休校は学校総数から除く。

２ 実施数は、５月１日現在実際給食を受けている人数 （食物アレルギー等で受けていない。

人数は含まない ）。

３ 松戸南高等学校及び生浜高等学校の午前・午後部の在籍者数を除く。

４ 中学校夜間学級、は在籍児童生徒数から除く。

５ 四街道・仁戸名養護学校は，病院給食のため対象から除く。

６ 流山高等学園は、給食未実施のため対象から除く。

７ 夜間定時制高等学校の実施数は生徒の申し出による人数。

８ 親子方式校は，単独調理場校の小中学校数に含む。また、親校から給食を受けている子の

学校数である。

９ デリバリー方式校は、単独調理場の夜間定時制高等学校に含む。

学校給食実施率は，実施児童生徒数を在籍児童生徒数で除したもの。10
補食給食実施校は、ない。11
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（２）公立小・中学校給食実施状況全国との比較

平成１９年５月１日現在

区 分 完全給食 補食給食 ミルク給食 計

99.8 0 0.2 100千葉県

95.7 0.5 1.2 97.4学 全 国

99.8 0 0.2 100校 千葉県

95.8 0.5 1.1 97.4数 全 国

100 0 0 100に 千葉県

97.7 0.5 1.1 99.2よ 全 国

100 0 0 100小 る 千葉県

98.3 0.5 0.9 99.7割 全 国

100 0 0 100学 合 千葉県１９ 年度

99.9 0 0.1 100児 千葉県

98.7 0.3 0.4 99.4校 童 全 国

99.9 0 0.1 100数 千葉県

98.7 0.4 0.4 99.4に 全 国

100 0 0 100よ 千葉県

98.7 0.3 0.4 99.3る 全 国

100 0 0 100割 千葉県

99.4 0.2 0.3 99.9合 全 国

100 0 0 100１９ 年度 千葉県

97.1 0 2.9 100学 千葉県

72.7 0.5 11.7 84.9校 全 国

97.1 0 2.9 100数 千葉県

73.5 0.6 10.8 84.9に 全 国

97.4 0 2.6 100よ 千葉県

74.4 0.6 10.6 85.6る 全 国

98.4 0 1.6 100中 割 千葉県

79.9 0.6 10.3 90.8合 全 国

98.2 0 1.8 100学 千葉県１９ 年度

97.9 0 2.1 100生 千葉県

69.0 0.4 13.1 82.5校 徒 全 国

97.9 0 2.1 100数 千葉県

70.0 0.4 12.0 82.4に 全 国

98.0 0 2.0 100よ 千葉県

70.1 0.4 11.6 82.2る 全 国

98.5 0 1.5 100割 千葉県

74.8 0.4 10.7 86.0合 全 国

98.5 0 1.5 100１９ 年度 千葉県

(注) （単位：％）

平成１９年度の全国の調査結果は、作成日現在公表されていない。
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（３）完全給食実施状況年次推移

平成１９年５月１日現在

（４）調理方式別完全給食実施状況

平成１９年５月１日現在

調理施設数 学校数

小学校 ４２２校（２校）

（ ）単独調理場 中学校 １３２校 １６校

５７９施設(親子調理場方式を含む)

市・県立特別支援 ３０校

県立夜間定時制高等学校 １９校(６校)

小学校 ４３２校

９４施設共同調理場

中学校 ２４４校

調理場数 計 学校数 計 １，２７９校６７３施設

（注）

１ 対象は、完全給食を実施している公立小学校・中学校・特別支援学校・夜間定時制高等学

校である。

（ ） 、 。２ 県立夜間定時制高等学校の 内は 内数でデリバリー方式による学校数をあらわす

３ 単独調理場の小・中学校の（ ）内は、内数で、親校から給食を受けている子校の学校

数である。
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（５）調理方式別完全給食実施状況年次推移(公立小・中学校)

平成１９年５月１日現在

調理 単独調理場 共同調理場 合 計

方式

平成１８年 平成１９年 平成１８年 平成１９年 平成１８年 平成１９年

校数 ％ 校数 ％ 校数 ％ 校数 ％ 校数 ％ 校数 ％

49.5 49.4 50.5 50.6 100 100小学校 ４２３ ４２２ ４３１ ４３２ ８５４ ８５４

35.1 35.1 64.9 64.9 100 100中学校 １３２ １３２ ２４４ ２４４ ３７６ ３７６

45.1 45.0 54.9 55.0 1,230 100 1,230 100合 計 ５５５ ５５４ ６７５ ６７６

（６）調理方式別完全給食実施状況全国との比較
平成１９年５月１日現在

小 学 校 中 学 校 計

区 分 単 独 共 同 単 独 共 同 単 独 共 同

調理場方式 調理場方式 調理場方式 調理場方式 調理場方式 調理場方式

49.5 50.5 34.8 65.2 45.0 55.0平成１５年度 千葉県

49.2 50.8 33.5 66.5 45.0 55.0全 国

49.6 50.4 34.9 65.1 45.1 54.9平成１６年度 千葉県

49.5 50.5 34.4 65.6 45.5 54.5全 国

49.4 50.6 34.9 65.1 45.0 55.0平成１７年度 千葉県

49.4 50.6 34.7 65.3 45.4 54.6全 国

49.5 50.5 35.1 64.9 45.1 54.9平成１８年度 千葉県

49.1 50.6 29.8 65.1 43.8 54.6全 国

49.4 50.6 35.1 64.9 45.0 55.0平成１９年度 千葉県

(単位：％)

「 」「 」 「 」(注) 全国の調査には 単独調理場方式 共同調理場方式 のほかに その他の調理場方式

があるため、合計が にならない。(千葉県の小中学校には「その他の調理場方式」100%
はない。)
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第２表 米飯給食実施状況

（１）総括表

（２）米飯給食回数別実施状況 年次比較（学校数）

　平成１９年５月１日現在

学校給食 完全給食　　　完全給食実施校のうち米飯給食実施見込数

実施校数 実施校数 １回 ２回 ２．５回 ３回 ３．５回 ４回 ５回 計

小　　　学　　　 854 854 0 0 56 621 82 86 9 854

中　　　学　　　 383 376 0 0 19 230 35 43 49 376

県立夜間定時制高校 19 19 0 0 0 0 0 8 11 19

公立特別支援学校 30 30 0 0 0 14 10 6 0 30

合計 1,286 1,279 0 0 75 865 127 143 69 1,279

週平均実施回数（実施率） 3.2 0.0% 0.0% 5.9% 67.6% 9.9% 11.2% 5.4% 100.0%

（注）　学校数ベースでも児童生徒数ベースでも少数第２位を四捨五入すると３．２となる。

　平成１８年度

週５回

週４回

週３．５回

週３回

週２．５回

週２回

週１回

月３回

月２回

月１回

その他

 平成１９年度

（参考）全国平均

 平成１８年度
区分

千葉県

週当たり
平均実施回数

65(5.1%) 69(5.4%)

138(10.8%)

3(0.2%)

0(0.0%)

0(0.0%)

0(0.0%)

0(0.0%)

0(0.0%)

1,312(4.2%)

146(11.4%)

101(7.9%)

825(64.6%)

3,267(10.4%)

1,655(5.3%)

18,931(60.3%)

3.2

143(11.2%)

127(9.9%)

865(67.6%)

75(5.9%)

0(0.0%)

0(0.0%)

0(0.0%)

0(0.0%)

0(0.0%)

0(0.0%)

3.2

3,851(12.3%)

2,312(7.3%)

28(0.1%)

2(0.0%)

1(0.0%)

0(0.0%)

27(0.1%)

2.9
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（３）米飯給食回数別実施状況年次比較(児童生徒数)
平成１９年５月１日現在

区 分 千 葉 県 (参)全国平均

平成１８年度 平成１９年度 平成１８年度

週５回 ２６，１４１( ) ２６，９１１( ) １８２，３２７( )5.4% 5.4% 1.9%
週４回 ４１，５７２( ) ４０，５６０( ) ６１９，９６４( )8.5% 11.2% 6.4%

３８，２５６( ) ５２，７４０( ) ４７４，３６６( )週３．５回 7.9% 9.9% 4.9%
週３回 ３１８ ５１０( ) ３３７，７８１( ) ５ ８５４ ０７５( )， ， ，65.4% 67.6% 60.2%

６１，５２６( ) ２９，５４６( ) １ ６１７ ００４( )週２．５回 12.6 5.9% 16.6%， ，

週２回 １，００７( ) ０( ) ９５５，７２５( )0.2 0.0% 9.8%
週１回 ０( ) ０( ) ６，８１８( )0.0% 0.0% 0.1%
月３回 ０( ) ０( ) ６９５( )0.0% 0.0% 0.0%
月２回 ０( ) ０( ) ５１８( )0.0% 0.0% 0.0%
月１回 ０( ) ０( ) ０( )0.0% 0.0% 0.0%
その他 ０( ) ０( ) ８，０７６( )0.0% 0.0% 0.1%

(注)１ 調査対象は、完全給食を実施している公立小学校・中学校・特別支援

学校・夜間定時制高等学校である。

２ 作成日現在平成１９年度全国版は、公表されていない。

（４）米飯給食３回以上・未満別実施状況年次推移(小・中学校)
平成１９年５月１日現在

小 学 校

区 分 週３回以上実施校 週３回未満実施校 炊飯形態別学校数

学校数 児童数 学校数 児童数 自校 委託 併用

５７４ ２８２ ２５８ ４６２ ２７９平成１０年度 210,114 131,745
５９２ ２６６ ２７１ ４５５ １３２平成１１年度 211,296 123,692
６０３ ２５５ ３３６ ５２２ ０平成１２年度 212,886 116,785
５９３ ２６５ ３３６ ５２２ ０平成１３年度 206,905 120,626
６８９ １７７ ３２５ ５５８ ０平成１４年度 253,326 84,583
６９４ １６３ ３６２ ４９５ ０平成１５年度 253,305 76,078
７１６ １４１ ３６９ ４８８ ０平成１６年度 263,593 66,077
７５７ １００ ３６７ ４９０ ０平成１７年度 287,901 43,996
７４３ １１１ ３５５ ４９９ ０平成１８年度 282,132 51,163
７９８ ５６ ３５８ ４９６ ０平成１９年度 310,624 22,150
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中 学 校

区 分 週３回以上実施校 週３回未満実施校 炊飯形態別学校数

学校数 児童数 学校数 児童数 自校 委託 併用

２４３ １０５ １１７ ２０２ ９４平成１０年度 115,107 52,624
２６１ ９９ １３１ １９９ ３０平成１１年度 119,867 47,948
２６９ ９７ １５８ ２０８ ０平成１２年度 119,792 44,162
３２７ ４２ １６４ ２０５ ０平成１３年度 140,809 20,104
３２４ ３９ １５２ ２１８ ０平成１４年度 135,433 17,549
３４０ ３４ １７４ ２００ ０平成１５年度 138,651 14,427
３４５ ２８ １７２ ２０１ ０平成１６年度 137,370 11,710
３５０ ２２ １７１ ２０１ ０平成１７年度 138,769 8,653
３４６ ３０ １７３ ２０３ ０平成１８年度 136,046 11,370
３５７ １９ １６７ ２０９ ０平成１９年度 141,163 7,396

計

区 分 週３回以上実施校 週３回未満実施校 炊飯形態別学校数

学校数 児童数 学校数 児童数 自校 委託 併用

８１７ ３８７ ３７５ ６６４ ３７３平成１０年度 325,221 184,369
８５３ ３６５ ４０２ ６５４ １６２平成１１年度 331,163 171,640
８７２ ３５２ ４９４ ７３０ ０平成１２年度 332,678 160,947
９２０ ３０７ ５００ ７２７ ０平成１３年度 347,714 140,730

１，０１３ ２１６ ４７７ ７７６ ０平成１４年度 388,759 102,132
１，０３４ １９７ ５３６ ６９５ ０平成１５年度 391,956 90,505
１，０６１ １６９ ５４１ ６８９ ０平成１６年度 400,963 77,787
１，１０７ １２２ ５３８ ６９１ ０平成１７年度 426,670 52,649
１，０８９ １４１ ５２８ ７０２ ０平成１８年度 418,178 62,533
１，１５５ ７５ ５２５ ７０５ ０平成１９年度 451,787 29,546

米飯給食実施校数年次推移
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第３表 学校給食費状況

（１）総括表

平成１９年５月１日現在

平均月額(円) 平均単価(円)

１７年度 １８年度 １９年度 １７年度 １８年度 １９年度

4,100 4,092 4,075 238 237 237公 小学校(低)

100.1 99.8 99.6 99.7 99.6 100.0立 前年度比（％）

4,122 4,165 4,145 239 241 241小 小学校(中)

100.1 101.0 99.5 99.7 100.8 100.0・ 前年度比（％）

4,132 4,211 4,189 240 244 245中 小学校(高)

100.1 101.9 99.5 99.7 101.7 100.4学 前年度比（％）

4,724 4,841 4,810 275 282 284校 中学校

100.2 102.5 99.4 99.6 102.5 100.7前年度比（％）

4,237 4,196 4,480 280 280 280公 幼稚部

98.7 99.0 106.8 100.0 100.0 100.0立 前年度比（％）

5,053 5,106 5,116 297 298 298特 小学部

100.9 101.1 100.2 100.0 100.3 100.0別 前年度比（％）

5,903 5,953 5,992 347 348 351支 中学部

101.0 100.5 100.7 100.2 100.1 100.9援 前年度比（％）

5,873 5,918 5,952 347 348 348学 高等部

100.9 100.8 100.6 100.2 100.1 100.0校 前年度比（％）

4,910 4,942 4,992 290 292 295県立 定時制高等学校

100.6 100.6 101.0 99.5 100.5 101.0高校 前年度比（％）

（注）１ １食あたりの平均単価は、平均月額×１１(１１ヶ月)÷年間予定回数により算出して

いる。

２ 特別支援学校は、完全給食実施校(３０校)の数値である。

３ 県立定時制高等学校は、完全給食実施校(１９校)の数値である。

４ 県立定時制高等学校の平均単価は、補助金を含んだ数値である。

（２）平成１９年度学校給食費 最低・最高月額

平成１９年５月１日現在

区 分 最 低 月 額 (円) 最 高 月 額 (円)

小 学 校 (低) ３，４００ ４，８８５

小 学 校 （中） ３，６００ ４，８８５

小 学 校 （高） ３，６００ ４，８８５

中 学 校 ４，１００ ５，７３１

幼 稚 部 ３，６４０ ５，０８８

小 学 部 ４，４３５ ５，７３５

中 学 部 ５，７１８ ６，６５０

高 等 部 ５，３８２ ６，６６０

定時制高等学校 ４，３７３ ５，６００

区 分
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第４表 栄養教諭・学校栄養職員配置状況

（１）総括表
平成１９年５月１日現在

単独調理場 共 同 公立特別 夜間定時制教育委員会

小学校 中学校 調理場 支援学校 高等学校

県 費 １８ ２３１ ５８ １５１ １ ３０ １８ ４８９

負担職員 １９ ２２０ ６２ １４７ １ ３０ １８ ４７８

市町村費 １８ ２０５ ５９ １４ ２３ ０ ０ ３０１

負担職員 １９ ２００ ５４ １４ ２７ ０ ０ ２９５

１８ ４３６ １１７ １６５ ２４ ３０ １８ ７９０

１９ ４２０ １１６ １６１ ２８ ３０ １８ ７７３

（注）１ 調査対象は、常勤の栄養教諭・学校栄養職員である。

２ 栄養教諭１０名を含む。(小学校６名、中学校１名、県立特別支援学校２名、共同

調理場１名で、いずれも県費負担である。)

２ 千葉県学校給食会の栄養職員１名は除く。

３ 平成１８年度の調査は 「臨職 「嘱託」でもフルタイムで勤務している者は「常、 」

勤」としていたが、平成１９年度の調査は、この規定がなくなったため人数が減っ

ている。

（２）栄養教諭・学校栄養職員学校規模別配置状況(単独調理場)
平成１９年５月１日現在

人 人 人 人 人 人 人 人児童生徒数 199 200 400 600 800 1,200 1,4001,000

～ ～ ～ ～ ～ ～ 計以下 ～

人 人 人 人 人 人 人区 分 399 599 799 999 1,399 1,5991,199

４９ １１０ １１１ ９４ ４７ ７ ２ ４２０配置人員

（２） （２） （１） （１） （６）小

５１ １１１ １１０ ９４ ４７ ７ ２ ４２２学 学校数

１．０校 １校あたり １．０ １．０ １．０ １．０ １．０ １．０ １．０ １．０

平均人数

７ ３９ ３４ ２９ ６ １ １１６配置人員

（１） （１）中

１２ ４４ ３９ ３０ ６ １ １３２学 学校数

０．６ ０．９ ０．９ １．０ １．０ １．０ ０．９校 １校あたり

平均人数

（注）１ （ ）の数は、栄養教諭の数で内数である。

２ 親子給食の場合は 「学校数」欄においては、それぞれを１校として記入し 「配、 、

置人員」欄には、小学校の欄に記入している。

年 度

計

計
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（３）栄養教諭・学校栄養職員学校規模別配置状況(共同調理場)
平成１９年５月１日現在

児童・ 人 人 人 人 人 人501 1,001 1,501 2,001 2,501 3,001
区分 生徒数 ～ ～ ～ ～ ～ ～

人 人 人 人 人 人500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 4,000人以下

配置人員 １２ ２３ １７ １５ １２ １６ ２２

（１）

１２ ２０ １３ ７ ６ ７ １０共同調理場数

人 人 人 人4,001 5,001 7,001 10,001
区分 ～ ～ ～ ～ 計

人 人 人 人5,000 7,000 10,000 20,000

１８ １８ ８ ０ １６１配置人員

（１）

８ ８ ３ ０ ９４共同調理場数

（注 （ ）の数は、栄養教諭の数で内数である。）

（４）栄養教諭・学校栄養職員配置状況年次推移
平成１９年５月１日現在

公 立 公 立 共 同 公 立 公 立 共 同

年 度 小学校 中学校 調理場 年 度 小学校 中学校 調理場

(人) (人) (人) (人) (人) (人)

昭和５６ ３５６ ２３ １２２ 平成 ７ ４１７ ７１ １５０

昭和５７ ３６７ ２４ １２４ 平成 ８ ４１７ ７８ １５１

昭和５８ ３７５ ２３ １２８ 平成 ９ ４１９ ８４ １５１

昭和５９ ３７２ ２４ １２８ 平成１０ ４２２ ８８ １４７

昭和６０ ３７６ ２４ １３０ 平成１１ ４２２ １０１ １４６

昭和６１ ３７６ ２３ １３２ 平成１２ ４２２ １０８ １４９

昭和６２ ３７３ ２４ １３５ 平成１３ ４２２ １１１ １４８

昭和６３ ３７２ ２５ １３７ 平成１４ ４２０ １１４ １５１

平成 元 ３８３ ２４ １３７ 平成１５ ４２１ １１６ １５１

平成 ２ ３８８ ２５ １４１ 平成１６ ４２２ １１８ １５０

平成 ３ ３９７ ２８ １４３ 平成１７ ４１９ １１８ １５３

平成 ４ ４００ ３３ １４２ 平成１８ ４３６ ４ １１７ １６５（ ）

（ ） （ ） （ ）平成 ５ ４１４ ４０ １４７ 平成１９ ４２０ ６ １１６ １ １６１ １

平成 ６ ４１６ ５８ １４８

（注） （ ）内は、栄養教諭の数で内数である。
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第５表 学校給食調理員配置状況

（１）総括表

常 勤 非常勤 計

区 分 任 用 派 遣 任 用 派 遣 任 用 派 遣

小学校 ６７８ ４３７ ８５４ ７４３ １，５３２ １，１８０

うち調理師免許取得者 ４３７ ３３４ ２２６ ８０ ６６３ ４１４

中学校 ５３ ２７８ ３７ ６４０ ９０ ９１８

うち調理師免許取得者 ４４ １８６ ５ ８９ ４９ ２７５

共同調理場 ３９３ ２７０ ５４０ ３４８ ９３３ ６１８

うち調理師免許取得者 ３１５ １９２ １８０ ５８ ４９５ ２５０

公立特別支援学校 ７３ ０ ５８ ０ １３１ ０

うち調理師免許取得者 ５３ ０ １９ ０ ７２ ０

県立夜間定時制高等学校 ２６ ０ １１ ０ ３７ ０

うち調理師免許取得者 ２１ ０ ４ ０ ２５ ０

合計 １，２２３ ９８５ １，５００ １，７３１ ２，７２３ ２，７１６

うち調理師免許取得者 ８７０ ７１２ ４３４ ２２７ １，３０４ ９３９

（２）学校給食調理員規模別配置状況(単独調理場)
平成１９年５月１日現在

人 人 人 人 人 人 人児童生徒数 100 101 301 501 701 1,101 1,301901 人

～ ～ ～ ～ ～ ～ 計以下 ～

人 人 人 人 人 人区 分 300 500 700 900 1,300 1,5001,100 人

21 247 340 405 394 106 0 19 1,532配置人員

13 91 129 97 68 21 1 2 422学校数

１校あたり小学校

1.6 2.7 2.6 4.2 5.8 5.0 0 9.5 3.6平均人数(県)

6 4 34 31 15 0 0 0 90配置人員

4 21 50 40 14 3 0 0 132学校数

１校あたり中学校

1.5 0.20 0.7 0.8 1.1 0 0 0 0.7平均人数(県)

17 105 9 0 0 0 0 0 131配置人員

5 24 1 0 0 0 0 0 30公立特別 学校数

１校あたり支援学校

3.4 4.4 9.0 0 0 0 0 0 4.4平均人数(県)

16 21 0 0 0 0 0 0 37県立夜間 配置人員

6 7 0 0 0 0 0 0 13定時制高 学校数

１校あたり等学校

2.7 3.0 0 0 0 0 0 0 2.8平均人数(県)

（注）１ 派遣調理員は含まない。

２ 親子給食の場合は 「学校数」欄においては、それぞれを１校として記入し 「配置人員」欄には、、 、

小学校の欄に記入している。

１ デリバリー方式実施校は含まない。
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（３）学校給食調理員規模別配置状況(共同調理場)
平成１９年５月１日現在

児童生徒数 人 人 人 人 人 人 人 人 人501 人 1,001 1,501 2,001 2,501 3,001 4,001 5,001 7,001 10,001

区 分 ～ 計500 人以下 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

人 人 人 人 人 人 人 人 人1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 4,000 5,000 7,000 10,000 20,000人

31 127 109 29 38 132 195 110 87 75 0 933配置人員

12 20 13 7 6 7 10 8 8 3 0 94調理場数

１場あたり

2.6 6.4 8.4 4.1 6.3 18.9 19.5 13.8 10.9 25.0 0 9.9平均人数

(注) デリバリー方式実施校は含まない。

（４）学校給食調理員配置状況年次推移
平成１９年５月１日現在

小 学 校（単独調理場）

区 分 ９年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
1,380 1,293 1,226 1,132 1,043 984 909 867 841 762 678常勤職員（人）

344 385 481 555 635 706 722 762 772 844 854非常勤職員（人）

1,724 1,678 1,707 1,687 1,678 1,690 1,631 1,629 1,613 1,606 1,532合計（人）

20.0 29.8 28.2 32.9 37.8 41.8 44.3 46.8 47.9 52.6 55.7非常勤職員の割合

中 学 校（単独調理場）

区 分 ９年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
115 116 116 108 93 74 66 61 63 56 53常勤職員（人）

88 83 79 87 87 63 32 27 32 38 37非常勤職員（人）

203 199 195 195 180 137 98 88 95 94 90合計（人）

43.3 41.7 40.5 44.6 48.3 46.0 32.7 30.7 33.7 40.4 41.1非常勤職員の割合

共 同 調 理 場

区 分 ９年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
902 808 753 736 658 622 605 513 447 438 525常勤職員（人）

611 632 677 692 697 721 672 627 550 546 408非常勤職員（人）

1,513 1,440 1,430 1,428 1,355 1,343 1,277 1,140 997 984 933合計（人）

40.4 43.9 47.3 48.5 51.4 53.7 52.6 55.0 55.2 55.5 43.7非常勤職員の割合

(割合は、％)

(注) 派遣調理員数は含まない。
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第６表 学校給食業務外部委託状況
平成１９年５月１日現在

単 独 調 理 場 共 同 調 理 場

区 分 小学校数 中学校数 特別支援 調理場数 学校数夜間定時制

高等学校数学校数

調理業務 １４６ １０６ ０ ０ ３７ ２８８

運搬 ２７ １５ ０ ０ ７８ ５８５

物資購入管理 ０ ０ ０ ０ １ １６

食器洗浄 １４６ １１０ ０ ０ ３４ ２７２

ボイラー管理 ０ ０ ０ ０ ３２ ３４０

その他の業務 ３７ ３１ ０ ０ １６ １２５

(注)

１ 調査対象は、完全給食又は補食給食を実施しており、かつ学校給食業務の外部委託

を行っている公立学校とする。ただし、炊飯委託は除く。

２ 共同調理場の「学校数」は、小・中学校の数である。

３ デリバリー方式による学校は、含まない。
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第７表 千葉県調査
（１） 平成１８・１９年度生野菜使用状況

平成１９年５月１日現在

生野菜を使用した学校・調理場数 １８年 １９年平成１８年度に
度未使 度使用

ミニトマト程度 用数 予定数特に制限なく使用 特定野菜を未使用

市 １５４ １８８ １ ２１２ ２３５単独調理場

立
３８．２ ４２．４小 割合( ) ２７．７ ３３．９ ０．２%

・
中 ４ ４５ ０ ４５ ３６共同調理場

学
４７．９ ３８．３校 割合( ) ４．２ ４７．９ ０%

３ ２１ １ ５ １６公立特別支援

１．６７ ５３．３割合( ) １０．０ ７０．０ ０．３%

１０ ７ １ ０ １５夜間定時制高校

０．０ ７８．９割合( ) ５５．６ ３８．８ ５．６%

（注）１ 調査対象は、完全給食を実施している市立小学校・中学校・特別支援学校、
県立特別支援学校・夜間定時制高校である。

２ 公立特別支援学校及び県立夜間定時制高校は、すべて単独調理場である。
ただし、１８年度には、２校がデリバリー方式である。

３ 親子給食実施校は、それぞれを１校として計上した。

（２） 遺伝子組み換え食品への対応
平成１９年５月１日現在

使用していない 特に対応していない使用しないよう努めている

単独調理場 ４６ ４９３ １５

割合( ) ８．３ ８９．０ ２．７%

共同調理場 ３０ ５５ ９

割合( ) ３１．９ ５８．５ ９．６%

４ ２５ １公立特別支援

割合( ) １３．３ ８３．４ ３．３%

３ １４ ２夜間定時制高校

割合( ) １５．８ ７３．７ １０．５%

（注）１ 調査対象は、完全給食を実施している市立小学校・中学校・特別支援学校、
県立特別支援学校・夜間定時制高校である。

、 。２ 公立特別支援学校及び県立夜間定時制高等学校は すべて単独調理場である
ただし、１９年度には、６校がデリバリー方式である。

３ 親子給食実施校は、それぞれを１校として計上した。
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（３）食物アレルギーへの対応
平成１９年５月１日現在

除去食 代替食 弁当を 自主判 特に対 該当者 その他

で対応 で対応 持参 断 応なし なし

367 154 165 253 8 21 76市 学校数
立 単独調理場

66.3 27.8 29.8 45.7 1.4 3.8 13.7小 割合 ％（ ）
中

21 12 22 65 12 9 21学 施設数
校 共同調理場

22.3 12.8 23.4 69.1 12.8 9.6 22.3割合 ％（ ）

21 8 4 24 3 3 2学校数
公立特別支援学校

70.0 26.7 13.3 80.0 10.0 10.0 6.7割合 ％（ ）

4 2 0 7 4 4 1学校数
県立夜間定時制高校

21.1 10.5 0.0 36.8 21.1 21.1 5.3割合 ％（ ）

(注) １ 調査対象は、完全給食を実施している市立小学校・中学校・特別支援学校、県
立特別支援学校・夜間定時制高校

２ 重複回答のため、合計が１００％にならない。
３ 親子給食実施校は、それぞれを１校として計上した。

（４）残渣の処理方法について
平成１９年５月１日現在

養豚業者 その他生ゴミ処理機 ゴミ回収業者

学校数 ６５ ５０９ １ １５
市 単独調理場
立 割合 ％ １１．７ ９１．９ ０．２ ２．７（ ）
小
中 施設数 ５ ６６ ９ １７
学 共同調理場
校 割合 ％ ５．３ ７０．２ ９．６ １８．１（ ）

学校数 １７ ９ ３ １
公立特別支援学校

割合 ％ ５６．７ ３０．０ １０．０ ３．３（ ）

学校数 ０ １５ １ ３
県立夜間定時制高校

割合 ％ ０．０ ７８．９ ５．３ １５．８（ ）

(注) １ 調査対象は、完全給食を実施している市立小学校・中学校・特別支援学校、県
立特別支援学校・夜間定時制高校

２ 重複回答のため、合計が１００％にならない。
３ 親子給食実施校は、それぞれを１校として計上した。
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（５）特色ある学校給食活動(公立小・中学校)
平成１９年５月１日現在

小学校数 中学校数 合 計

学 学年内 ９４（ ） ９( ) １０３( )11.0% 2.4% 8.4%
校 交
内 流 異学年 ３８５( ) １１( ) ３９６( )45.1% 2.9% 32.2%
に 給
お 食 全 校 ２２８( ) １７( ) ２４５( )26.7% 4.5% 19.9%
け
る 行事給食 ２８６( ) ９７( ) ３８３( )33.5% 25.8% 31.1%
活
動 招待給食 １５１( ) １０( ) １６１( )17.7% 2.7% 13.1%

選択給食 ２３９( ) ９８( ) ３３７( )28.0% 26.1% 27.4%

家 親子給食 １０４( ) ２( ) １０６( )12.2% 0.5% 8.6%
庭
地 招待給食 １５１( ) １７( ) １６８( )17.7% 4.5% 13.7%
域
の 試食会 ５１１( ) １３２( ) ６４３( )59.8% 35.1% 52.3%
連
携 選択給食 １０( ) ２８( ) ３８( )1.2% 7.4% 3.1%

(注）
１ 調査対象は、完全給食を実施している小・中学校である。
２ 重複回答可である。
３ 「選択給食」とは、複数のメニューの中から献立あるいは量を選択できる給食のこ

とである。
４ 「親子給食」とは、児童生徒と保護者が食事をともにする給食のことである。
５ 「招待給食」のうち、学校の教職員や調理場関係者を招待する場合は 「学校内にお、

ける活動」に区分し、地域住民（保護者を除く）等を招待する場合は 「家庭・地域と、
の連携を図る活動」に区分する。
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（６）使用食器の材質調査(小・中学校)
平成１９年５月１日現在

材 質 小学校数 割 合（％） 中学校数 割 合（％）

アルマイト ６４ ７．５ １２ ３．２

ステンレス ４８ ５．６ ２２ ５．９

メラミン ４２ ４．９ １４ ３．７

ポリプロピレン ４６５ ５４．４ １９９ ５２．９

ポリカーボネート ２６ ３．０ ８ ２．１

ポリエチレン ８ ０．９ １ ０．３

ガラス ０ ０．０ ０ ０．０

強化耐熱ガラス ０ ０．０ ０ ０．０

陶磁器 １３ １．５ ６ １．６

強化磁器 ２２８ ２６．７ １１４ ３０．３

木 ０ ０．０ ０ ０．０

ＰＥＮ樹脂 ８８ １０．３ ４０ １０．６

その他 ６１ ７．１ ２８ ７．４
（アニーマート等）

(注)１ 調査対象は、完全給食を実施している市立小学校・中学校である。
２ 重複回答可である。
３ 盆は含まず、パレット皿を含めて調査をしている。
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（７）児童生徒の朝食欠食状況(小・中学校)

必ず毎日食べる １週間に１～３ １週間に４～５ ほとんど食べな
日食べないこと 日食べないこと い
がある がある

１年 ９０．７％ ６．９％ １．３％ １．１％

２年 ９１．３％ ６．４％ １．０％ １．３％
小

３年 ９１．５％ ６．１％ １．１％ １．３％
学

４年 ９１．１％ ６．４％ １．２％ １．３％
校

５年 ８９．３％ ７．８％ １．５％ １．４％

６年 ８７．９％ ８．６％ １．８％ １．７％

中 １年 ８５．０％ ９．７％ ２．５％ ２．８％

学 ２年 ８２．２％ １０．８％ ３．１％ ３．９％

校 ３年 ８０．３％ １２．０％ ３．３％ ４．４％

合 計 ８７．９％ ８．２％ １．８％ ２．１％

(注)
１ 調査は、平成１９年１０月、１１月の各学校の調査日現在である。
２ 結果は、回答のあった児童生徒の総数で除した割合であり、在籍総数で除した割合

ではない。
３ 千葉県食育推進計画の目標値は 「１週間に４～５日食べないことがある 「ほとん、 」

ど食べない」の割合を対象にしている。

（８）食に関する学習ノート「いきいきちばっ子」の活用状況
(小学校・公立特別支援学校小学部)

平成１９年５月１日現在

授業で１度でも活 授業以外で１度で 課題や宿題で１度
学校総数 用したことがある も活用したことが でも活用したこと

学校数 ある学校数 がある学校数

小学校 ８５４校 ７３８校 ４２９校 ２４９校

活用率 １００％ ８６．４％ ５０．２％ ２９．２％

２９校 １０校 ６校 １校公立特別支援学校

活用率 １００％ ３４．５％ ２０．７％ ３．４％

合計 ８８３校 ７４８校 ４３５校 ２５０校

活用率 １００％ ８４．７％ ４９．３％ ２８．３％
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（注）
１ 平成１８年度活用状況(平成１９年５月１日現在調べ)
２ 重複回答可である。
３ 授業以外とは 「給食時の指導 「保護者会」等での学校で活用のことである。、 」
４ 課題、宿題は、長期休業中を含む。
５ 食に関する学習ノート「いきいきちばっ子」は、県内の全小学生に配布してある。
６ 公立特別支援学校は、小学部のみ対象である。(千葉市立の特別支援学校は２校ある

が、小学部があるのは１校だけである。)

（９）食に関する指導実施状況
平成１９年５月１日現在

担任と栄養教諭又は 学校栄養職員が特別非 地域の食の専門家の協
学校栄養職員との 常勤講師として授業を 力を得て授業を実施
ＴＴで授業を実施 実施

小学校 ６９．９％ ２８．３％ ２５．６％

中学校 ３０．０％ １６．７％ １４．４％

３．７％ ３６．７％ ０．０％公立特別支援学校

０．５％ １５．８％ ５．３％県立夜間定時制高校

合 計 ５７．４％ ２４．９％ ２１．４％

地場産の食材を 地域に昔から伝 生活科・家庭科 保護者が参加し
活用した授業の わる料理や季節 以外で体験活動 た食に関する授
実施 ・行事にちなん を伴う授業の実 業の実施

だ料理を活用し 施
た授業の実施

小学校 ４９．８％ ２９．７％ ５６．８％ ４６．８％

中学校 ２５．８％ ２３．０％ ２１．４％ １９．８％

３．３％ ０．０％ １０．０％ １０．０％公立特別支援学校

０．０％ ０．０％ ０．０％ ０．０％県立夜間定時制高校

合 計 ４０．８％ ２６．６％ ４４．３％ ３７．２％

（注）１ 学校数ベースで割合を算出している。
２ 重複回答可である。
３ 地域の食の専門家とは、生産者や料理、栄養等に精通した人のことである。
４ 体験活動とは、農作物の栽培、食品の加工、調理等をさす。
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（１０）食に関する指導推進のための体制作り状況
平成１９年５月１日現在

「食に関する指導全 「食に関する指導年間 近隣の学校や地域の保
体計画」を作成して 計画」を作成してある 健センター、公民館等
ある との食に関する連絡協

議会等がある

小学校 ４６．４％ ４８．９％ ２１．１％

中学校 ２５．３％ ３７．３％ ５．５％

５３．３％ ５３．３％ ６．７％公立特別支援学校

５．３％ ４２．１％ ０．０％県立夜間定時制高校

合 計 ３９．７％ ４５．５％ １５．８％

（注）１ 学校数ベースで割合を算出している。
２ 重複回答可である。

（１１）学校農園等の設置状況
平成１９年５月１日現在

学校農園が学校内に設置されている 学校農園が学校外に設置されている
畑 水田 畑 水田

㎡ ～ ㎡ ㎡ ～ ㎡ ㎡ ～ ㎡ ㎡ ～ ㎡100 100 200 100 100 200 100 100 200 100 100 200
未満 ㎡ 以上 未満 ㎡ 以上 未満 ㎡ 以上 未満 ㎡ 以上200 200 200 200

未満 未満 未満 未満（ ）単位：%
40.2 16.2 10.0 13.2 0.8 0.7 4.3 7.3 9.4 2.8 3.4 8.0小学校
18.6 2.1 0.8 1.3 0.0 0.5 2.1 0.3 2.1 1.0 0.0 0.8中学校
16.7 10.0 13.3 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7 43.3 0.0 0.0 3.3公立特別支援学校
33.1 11.8 7.3 9.3 0.6 0.6 3.6 5.1 8.0 2.2 2.3 5.7合計

（注）１ 重複回答可である。
２ バケツ稲は除く。
３ 借り上げている場合も含む。


